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研究成果の概要（和文）：まず，国内外におけるジェロンテクノロジー分野および関連領域の事例を取りまと
め，解説記事として執筆した．また，見守り支援および関連領域についてもレビューを行った．次に，国内の先
駆的な支援事例に関して，現地調査・インタビュー調査を行った．得られた全国11事例の結果を基に，制度に則
った支援(フォーマルケア)と特定の支援制度に拠らない独自の支援(インフォーマルケア)を整理した後，各事例
ごとに法人の運営姿勢・ニーズの汲み取り・交流 拠点の運営・サービス提供の工夫・職員の養成・情報共有の
方策についてまとめた．最後に，サービスデータのパッケージ構築に向けて，高齢者における生活時間調査のデ
ータを分析した．

研究成果の概要（英文）：We first compiled case studies in the field of gerontechnology and related 
fields, and then summarized them in a review article. In addition, we also reviewed the support 
systems for watching over and related fields. Next, we conducted field and interview surveys of 
domestic pioneering support cases for older adults. Based on the results of 11 case studies in 
Japan, the following two types of support were organized: support in accordance with the legal 
system (formal care) and unique support independent of a specific care policy (informal care). Then,
 for each case, we described the management stance of the corporation, the identification of older 
adults’ needs, the operation of the exchange facilities, the ingenuity of the service provision, 
the training methods of the staff, and the measures for information sharing. Finally, we analyzed 
the data from the survey on life styles of the older adults based on the experience sampling method 
in order to construct a package of service data.

研究分野：福祉工学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果の意義は，高齢者支援に関する国内外の動向を取りまとめると共に，国内の先駆的な支援事例を調
査・分析する事で，様々な身体状況・社会状況にある高齢者を統合的に支援するための知見を整理できたことに
ある．特に，情報システムのあり方のみならず，その前提となる法人の運営姿勢・ニーズの汲み取り・交流拠点
の運営・サービス提供の工夫・職員の養成に関して，建築学・教育学・福祉工学などの多方面からの整理できた
点に学術的・社会的意義がある．さらに，高齢者の生活時間調査の結果より，生活実態やその際の感情状態の一
端を明らかにできた事も，支援方策を検討する上での意義があると考えられる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本国内の高齢化率は 2017年段階で 27．3%に達し，今後も増加していくとされている．医
療費や社会保障費の増加が見込まれ，更なる労働人口の減少が続くこの日本で，どのように限ら
れたリソースで健康長寿社会を実現するかが喫緊の課題である．この状況に対して，応募者は
JST Sイノベ「高齢社会」のプログラムオフィサー(2010〜2020年度)を務め，超高齢社会に資
する研究成果の社会実装に取り組んできた．特に，身体機能・認知機能が低下した高齢者の支援
システムとして，就労・社会参加支援を行うための「高齢者クラウド」，自立生活支援のための
ロボット研究について推進してきた[1]．また，これと並行して，スマートフォンを用いた身体
機能維持支援の研究を遂行した他に，認知機能の計測・維持支援に関する検討も行ってきた[2,3]．
現在は，これらの成果を社会実装し，高齢者の総合的な自立や社会参加を促す仕組みを構築中で
ある． 
しかし，これまで応募者が関わってきた検討やその他のシステム開発事例において，主たる対
象は要介護認定を受けた高齢者と元気な高齢者に限られる．つまり，要支援・要介護認定を受け
ないような軽度認知障害(MCI)の高齢者などを十分に支援できるスキームが構築できていない．
また，高齢者の自立状態を維持・促進するには，支援機器のみならず，従来型の支援方法との併
用が効果的と思われる．だが，認知機能・身体機能状況が多様で日々変化する高齢者に対して，
既存サービス・支援機器などを効果的に推薦する仕組みは整っていない．また，抱負な人生経験
を有する高齢者は支援ニーズが多岐に渡っており．就労や社会活動の積極性，周囲との助け合い
状況，新しいものへの理解・抵抗感の違いなどが挙げられる．このような個性に対応する形で，
多様な支援パッケージを創出する上では，医療・福祉技術のみならず，地域における社会活動・
生涯学習・バリアフリー状況などの既存リソースも統合的に扱う必要があるはずである．しかし，
このような多様な支援ニーズと，多様な支援のあり方とを，同時に検討した事例研究は存在せず，
システム化もなされていない．また，包括的支援の指針も現時点では存在しておらず，各種機関
は支援方策を手探りで策定せざるを得ない．この原因は，単に医療福祉工学・情報科学的な視点
だけでなく，多分野連携に基づく視点が欠如しているためと考えられる． 
 
２．研究の目的 
 以上の背景を踏まえ，本研究の目的を，様々な認知・身体状況にある高齢者に包括的かつ効率
的な支援パッケージを提供するために，各種ステイクホルダーが提供するサービスを統合的に
提示するためのシステムを開発し，その地域導入指針を導くことと設定する． 
 
３．研究の方法 
以下の 3課題について，福祉工学・情報学のみならず，医学・看護学・社会学・建築学・都市

工学・教育学など多分野の研究的視点・知見・方法を活かして取り組む． 
1) 様々な高齢者のためのサービスを網羅的に調査の上で，統合的にデータベース構築． 
2) 高齢者・支援者が適切と考える提供サービスの選択・組合せインタフェースを開発． 
3) 1), 2) の結果を基にした，本システムを様々な地域に導入するための指針を提案． 

 
４．研究成果 
1) サービス内容データベース構築のための各種サービスとその組合せ方法の聞き取り調査 
まず，高齢者支援に関する領域ごとに具体的な支援内容が何であるか，国内外の代表的な事例
について調査を行った．特に，国内外におけるジェロンテクノロジー分野および福祉機器の商用
例・研究例を取りまとめ，解説記事として執筆した．また，見守り支援およびユビキタスコンピ
ューティング分野については，別途レビューを行った． 
これらの結果を踏まえつつ，高齢者支援の現場の状況に関する現地調査・インタビュー調査を
実施した．本調査は複数・全体的ケーススタディとして設計の上で，様々な法人形態を持ち，地
域包括ケアや高齢者支援を行っている団体を対象とした．調査対象に，都市部だけでなく，地方
部の大都市や中小都市も含める形として，国内にある 11 箇所の高齢者支援を行っている団体か
ら，インタビュー調査（半構造化インタビュー形式）に協力を頂いた．インタビューの際は，制
度に則った支援(フォーマルケア)と特定の支援制度に拠らない独自の支援(インフォーマルケ 
ア)の提供状況について，地域団体などとの連携体制と合わせて聴取した．また，情報共有の方
法や情報機器によって受けたい支援に関するニーズについて伺うと共に，実際に情報システム
を利用している場合には，その利用方法について聴取した．得られたインタビュー結果は，想定
支援対象者や地域特性に合わせて，事例ごとに法人の運営姿勢・ニーズの汲み取り・交流 拠点
の運営・サービス提供の工夫・職員の要請・情報共有の方策についてまとめた. この結果より，
支援対象とする高齢者ごとに，法人が提供するサービスにおけるフォーマル・インフォーマルな
要素の組合せ方が異なる点が示された．なお，一部の結果は事例集としてウェブ上に公開してあ
る[4].また，サービスの組合せ事例を探るに当たって，法人ごとの情報共有方策について整理・



 

 

考察を行った他，サービス提供に当たっての建築物の配置関係についても分析した. 
 
2) 高齢者に利用可能なサービス組合せシステムの構築 
システム構築は，フロントエンドおよびバックエンド
の開発に分けられる．フロントエンドの開発では，高齢
者やその支援者が情報入力や回答が行いやすいようなタ
ブレット用回答インタフェースを開発した(開発環
境:Xcode 10.2，OS: macOS 10.14，タブレットの OS: iOS 
12.1)．本インタフェースは，画面上の情報を最小限にし
た一問一答式のものである．様々な質問を用意に回答で
きるように設計してあり，必要に応じて回答を踏まえた
診断結果なども出力可能にしてある．このインタフェ
ースを用いて，予備的に高齢者のインタラクションを
調査した所，回答を問題なく行えることを確認した（評
価結果は投稿準備中）．バックエンドの開発において
は，1)の結果やケアプランの事例集などを基にデータの構造化を試みた． 
 
3) 高齢者でのシステム利用評価・推薦パッケージ構築と様々な地域へのシステム導入指針の提案 
  COVID-19の影響で評価実験の実施が行いにくい状況
であったため，サービスデータの推薦パッケージ構築
に先立って実施した高齢者における生活時間調査のデ
ータをさらに分析した.具体的には，経験サンプリング
法に基づいて，日に数回ほどその時の状況や気分など
を記録してもらう iOS アプリケーション（図 2）を開
発の上で，自立した高齢者に回答してもらった．これ
までの分析結果において，男性の高齢者では外出時・
複数人でいる場合には趣味や仕事の時間が有意に増
え，在宅時・単独時にはテレビの視聴時間が増す傾向
にある一方で，女性では外出/在宅・単独/複数人での
生活時間の差は確認できなかった．現状では，この点ま
でを国際学会にて報告した段階であり，現在はその際の気分の変動などの分析結果を整理する
などして論文投稿の準備を進めている． 
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図 1: Structure of our developed system

ため，Csikszentmihalyiらが提案した経験サンプリング法
(ESM)という手法 [17, 18]に着目した上で，基づいた特定
の場所・時間におけるデータ記録を行うためのアプリ「ヒ
ビトル」（HabitLet）を開発した．さらに，在宅高齢者での
評価を行ったので，一部の結果について報告する．

2. 開発したアプリケーション：ヒビトル
2.1 経験サンプリング法
本アプリケーションにおいて採用している，Csikszentmi-

halyiらが提案した経験サンプリング法（Experience Sam-

pling Method; ESM）について述べる．本手法では，調査
参加者に対して，日常生活を過ごす中で，特定の決まった
時刻または無作為な時刻における現状を，1日に数回ほど数
日～数週間に渡って報告してもらうための調査手法である．
元来は，ペンなどでの自記式の記録用紙を持ち歩いてもら
いつつ，ポケベルなどでアラームが送られた際に，その時点
での状況を記録してもらう方法が取られていた．ただ，最
近ではモバイル技術の発展とともに，スマートフォンなど
を常時携帯してもらって，SMSや Eメールなどでのアラー
ムを受信する度に，デバイス上で表示される調査画面に回
答するという形式が採られることが多い．
本手法の利点は， 対象者の日常経験を細かに取得できる

こと，日常経験に関する時間変動の影響などを確認できるこ
と，回答数を多く集められることなどが挙げられている．実
際に本手法を用いることで，思春期の青年の活動の調査 [19]，
若者と高齢者の時間の過ごし方の比較 [20]，QoLや健康意
識の調査 [21]の例がある．
2.2 システム概要
本システム「ヒビトル」（HabitLet）は，これまでに筆頭

著者が開発したバリアフリー共有システム ReAcTS (Real-

world Accessibility Transaction System) を転用して開発
したものである．システム概要を図 1 に示す．本システム
は，iPhoneアプリケーションと情報分析用ウェブサーバの
2つから構成される．iPhone アプリケーションは個々人で
の情報入力を主な機能とする．ウェブサーバ上には報告され
た情報の比較閲覧などの機能を有している．本アプリケー
ションの実装にあたっては，Consolvoらや Baxterらが述
べた実装時に配慮すべき点や参考にした [22, 23]．
本システムのインタフェースを図 2に示す．本アプリケー

ションは，(A) トップ画面の他，(B) 入力対象のアンケート

図 2: User interface of our smartphone application
for registering user’s current status

画面，(C) データのアップロード画面とで構成され，Xcode

8.1 (OS: Mac OS X 10.11.6)を開発環境として Objective-

Cで記述されている． 本システムは，経験サンプリング法
に基づき，特定の時間帯になると，アプリケーションを開い
てアンケート画面上で現在の状態を回答するようにユーザ
側に通知を出すように設計を行った．なお，簡易的な操作
が行えるよう，iPhone 上の通知窓をタップした際に，(A)

トップ画面に飛べるように設定した．
(A) トップ画面はアプリケーションを立ち上げた際に表

示される画面である．現在までのデータ数の他，ユーザ側に
何日何時時点でのデータを入力して欲しいかが表示されて
いる．この表示時間については，次のデータ入力が求めら
れる時刻になるまで，前の時間帯の情報を更新できるよう
設計されている．新しい通知が届いた時点から，次の時間
帯の情報を入力するページに飛べるような形となっている．
なお，通知の出力に当たっては，iOSの機能である Local

notification と Push notification の双方に対応できるよう
にした．前者は，スマートフォンの中で通知トリガーを発
生させるもので，後者はサーバなどからトリガーを発生さ
せるものである．次節で述べる評価実験では，前者を用い
て検討した．

(B) 入力対象のアンケート画面では，場所に紐付いたユー
ザに関する情報入力・編集ができる．ここでのアンケート内
容は，通知が鳴った時点で行っていたこと，考えていたこ
と，一緒にいた相手，行っていたことに対して感じていた
こと，心理状態，疼痛の有無，前回の通知時点からの気分の
変化などである．基本的に，テキストを入力して回答する
もの，スライダーによって 5件法評価や所要時間として回
答するもの，チェックボックスに入力して選択するものが含
まれている．これ以外に，ReAcTs では写真，詳細テキス
ト，音声などの記録ができたが，本アプリケーションでは，
これらの機能は倫理審査の兼ね合いからオフにした．なお，
アプリケーション上に表示できるアンケート内容は各種経
験サンプリング法による研究例から抽出したものの他，筆
者らの検討の上で作成したものも含まれている．また，必
要に応じて個別の質問内容ごとに ON/OFF が出来るよう

図 3. 高齢者の生活状況調査アプリ 

図 2. 試作した入力用インタフェース. 
左図が初期のもので，高齢者からの 
意見を踏まえ右図のように改良した. 

図 1. 調査した事例の概要 
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